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鳥人間コンテスト



鳥人間コンテスト

重視した点

•風

•距離感

•場合に応じた作戦

• コンディショニング

(スケジュール)



ライン取り

距離感覚

目標物，岸から
の位置の確認



スケジューリング

大会日程，予定，睡眠時間の確保，運動す
る時間
等々の時間に関することはもちろん
運動量，食事なども決めておく．

特に食事は宿で出ないことがある．そもそ
も彦根市自体に外食できるところは少ない．
栄養面が大事(カーボローディング等々)

7/24(金) 5:00起床，風見 朝食とりつつ
6:00
7:45? 並び始め
8:00登録開始 プラホ手前，第２テント

着衣チェック，登録用紙
逐次 組み立て開始
13:00 一回目チェック
15:00 二回目チェック
17:00 三回目チェック
19:00 安全講習会 出席票

体育館にて，合間を見て食事をとりたい
20:00 ミーティング
22:00 就寝

7/25(土) 5:00起床,アップ スタート４時間前
5:30朝食
6:00動き始め，会場入り アップ適宜
6:45メディカルチェック 本部
7:06移動完了
7:30 １番機
9:00フライト



TFについて

•鳥コン本番で自信を持てるようなTFを

･･･具体的には

→無意識に機体の制御ができるようになる

→出力的な余裕を持てることの確認

→出走直前のアップの仕方



去年秋TFからの反省点

• コンディション調整が不十分(主に睡眠)

・・・睡眠できる環境を整える！



＋α

•滑走路の横方向距離測定

•機載カメラ(実現せず)

•温度，湿度等の環境条件の記録(1日坊主)



TF

•前期(転がし～ジャンプ)

転がしで直進しないことが発覚

•中期(難航期)

•後期()

距離を出した飛行に成功

高度維持のための頻繁なアップ入力が必要．なお重心が前か？



割と上手くいった何本かを



成果

• それなりの飛距離を出せた

本番前の自信，飛行の感覚を知る．(飛行の感覚を刷り込むことが
できなかった)

•横風対応(最後の2,3本)



反省

•飛行の感覚を刷り込むことができなかった

→回数の確保(時間の削減，飛行場外での試験の実施)

類似したハードによるシミュレーションでカバー

• セッティング調整に時間がかかる

→不安にもつながる

•飛び切りできず

→本数の少なさ

→重心，出力不足(？)



トレーニング

• ～12月まで
出力は順調に伸び，問題なし

• 1～3月期
さぼり気味，モチベーションが落ちる時期

• 4月～TF前
ロング(新歓合宿まで)→

• TF前期
+ヒルクライム(ヤビツ通い)

• TF後期～



質の向上

•自転車，エアロバイク

クランク長を機体のものと同じにすればよかったか．

• ジムトレーニング

バイクトレでは周りの目が気になって集中してトレーニングができな
い

環境が必要

(作業場orP宅にエルゴを)



質の向上

• エルゴトレ

姿勢が実際の機体と変わってくる

ゲームをしながらやっていても操舵とあまり関係ないと意味無？

･･･シミュレータとのリンクor操縦かんをエルゴに装着

•自転車トレ

平地ではギアを上げても負荷には限界

→ヒルクライム大目に



質の向上

•力学(重力)的負荷と電磁力的負荷の違い

負荷のかかる原理は変わってくる

•目標設定

理論を調べ現実的な目標を…



メンタル面

• チームの転換点を機に変化するモチ
ベーション

･･･あえてあまり気にしないことも大事
か

•やる気なくなったら鳥コン見よう



計画

•以上のこと＋αを考慮して計画を立てるべき

何をするか

必要な準備 必要な技術

そもそもどこに問題が
あるか（みつけられる
か），解決すべきものか，
他の方法はないか



計画

•以上のこと＋αを考慮して計画を立てるべき
そもそもどこに問題が
あるか（みつけられる
か），解決すべきものか，
他の方法はないか

• 広い視野を持つこと(他チー
ム，他分野の技術)

• やってみること(試作，試験
等々)

• かんがえること



結論

•問題は何か(そもそも存在するか)

•問題を解決する

•時間はだんだんなくなる


